
スポーツイベーション推進機構 ヘルス・スポーツプロモーション部門

中垣内 真樹

①産官との連携プロジェクト：自治体や民間と連携して、市民の健康・
体力データ（ヘルスデータ）を縦断的に収集できる仕組み、ビックデ
ータを管理する仕組みを整備することを目的とした。

②国外研究者との連携プロジェクト：台湾の国立体育大学との連携を強
め、中高齢者のヘルスプロモーション分野に関する国際研究を推し進
めることを目的とした。

事業実績

今後の展望

事業概要

鹿屋市民の健康データ収集事業（コホート研究の基盤づくり）

①次年度以降も新規測定者を増やすとともに、縦断的に測定を実施し、コホート研究のための環境整備を進める。
②運動プログラムの介入研究を進め、若手研究者の国際研究交流を進める。

令和6年度 PALSプロジェクト経費
ヘルスプロモーション研究推進のための研究データ収集プラットフォームの構築

①ヘルス・スポーツプロモーション部門兼任教員を中心に各々が必要と
する中高齢者のヘルスデータを収集できる環境を整備できた。鹿屋市
民73名を対象に種々のヘルスデータを収集した。また、平和台病院と
連携し、2025年4月から認知機能の維持・改善に寄与する運動プログ
ラムの効果検証を実施することとなった。

②令和7年度 二国間交流事業に申請したが、採択には至らなかった。
2025年3月に国立体育大学を訪問し、研究打ち合わせ、介入研究現場
の確認等を行い、2026年度から研究を進められるように検討した。

国際交流研究促進事業（国立体育大学・台湾ｔの研究基盤づくり）

測定の様子

台湾での研究打ち合わせ等を経て、二国間交流事業－日本学術振興会－に申請中


